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問合先問合先　藤井寺市柏原市学校給食センター　藤井寺市柏原市学校給食センター
　☎953・3761　☎953・3761

藤
井
寺
市
は
本
社
を
構
え
る
地
で
あ

り
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
大
切

な
場
所
で
す
。
学
校
給
食
で「
子
ど
も

た
ち
に“
松
屋
の
味
”を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、
ぜ
ひ
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

普
段
は
店
舗
で
提
供
し
て
い
る
商
品

を
、
給
食
と
い
う
特
別
な
場
で
提
供
で

き
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大

き
な
挑
戦
で
あ
り
、
非
常
に
意
義
の
あ

る
取
組
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

株式会社　松屋株式会社　松屋
代表取締役　松山　知弘さん代表取締役　松山　知弘さん

今
回
の
給
食
を
通
し
て
、「
今
日
の
ご

は
ん
、
美
味
し
か
っ
た
ね
。」「
ま
た
食
べ

た
い
。」そ
ん
な
会
話
が
子
ど
も
た
ち
か

ら
聞
け
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
に
嬉
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、藤
井
寺
に
は
こ
ん
な
飲
食
店
・

会
社
が
あ
る
ん
だ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
食
や
仕
事
、
地
域
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。▲取材時の

　オフショット

食
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
に 給食センターでは、未来の担い手である子どもたちの食育の給食センターでは、未来の担い手である子どもたちの食育の

一環として、地場産物の活用を進めています。給食を通して自一環として、地場産物の活用を進めています。給食を通して自
分たちが住む地域の食べ物や食文化を知り、親しみを持ち、地分たちが住む地域の食べ物や食文化を知り、親しみを持ち、地
元に誇りを感じてもらいたいと考えています。元に誇りを感じてもらいたいと考えています。
今回は、市内のお店とのコラボ給食として「松屋のカルビ焼肉」の今回は、市内のお店とのコラボ給食として「松屋のカルビ焼肉」の

提供が実現。学校中に松屋の美味しい香りと子どもたちの笑顔が提供が実現。学校中に松屋の美味しい香りと子どもたちの笑顔が
溢れていました。溢れていました。

地元の食が、
子どもの誇りを育む

株式会社松屋　（恵美坂1-13-29）株式会社松屋　（恵美坂1-13-29）
☎072・952・0298☎072・952・0298
※店舗情報など詳細はホームページを※店舗情報など詳細はホームページを
ご確認ください。ご確認ください。
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松屋のカルビ焼肉

松屋のカルビ焼肉は、長年受け継いできた
秘伝のタレと肉質が特徴ですが、味が濃くな
りすぎないこと、年齢に合わせた食べやすさ・
安全面・衛生面を最優先に何度も調整しまし
た。“本気で作る”これが松屋の姿勢です。

コラボメニュー紹介
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精
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長
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に
こ
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続
け
、
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は
関
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。
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元
気
と
笑
顔
を
届
け
る

地
元
へ
の
感
謝
を
食
で
返
し
た
い

食
事
は
心
を
満
た
し
、
記
憶
に
残
る

調理する焼肉は約500㎏。何度も試行錯誤を行い「給
食で一番美味しく食べてもらえる“松屋のカルビ焼肉”」が
完成しました。

▲ロースターで焼く直前のカルビ

松屋製造担当者さんのコメント

▲試し焼き調整の様子 ▲火の通りを均一にするために肉が重
ならないよう広げている様子


